
 

Phonak Target には補聴器の装用状態での周波数特性測定を行うための「検査用の設定」をご用意しています。この機能は、「フィッ

ティング」タブ内の「微調整」画面にある、利得と MPO 画面からアクセスできます。 

 

操作方法  （画像は Target 4.3）     ※検査用設定では、補聴器を HI-PRO および NOAHlink から外すことができません。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Phonak Target  
検査用の設定について 

１． 

微調整の「利得と MPO」画面にある「検査

用の設定」をクリックします。 

２． 

ウィザード形式で進みます。補聴器

の音響パラメーターを確認します。

検査用の設定でも 同じ値を採用し

ます。「続行」をクリックして次に進み

ます。 

３． 

測定のタイプを選択します。補聴器

特性測定装置を使用する場合は、

「検査箱での検査」を選択します。

RECD（実耳カプラ差）の値が表示さ

れます。「続行」をクリックして次に進

みます。 

４． 

「検査中に使うプログラム」では、測

定に使用する補聴器のプログラムを

スタートアップ、もしくは他のプログラ

ムから選択します。 

「調整した内容の反映先」では、検

査中に行った補聴器の調整内容を

検査中のプログラムのみに反映する

か、他の全てのプログラムにも反映

するかを選択します。 

「続行」をクリックして次に進みます。 

補聴器のマイクロホンオン/オフ  

（ミュート） 

出力/利得表示の切替 

（検査音：スピーチ） 

検査用の設定状

態のまま、補聴器

の利得／MPO の

調整やサウンドリ

カバーのオン／オ

フができます。 

「OK」をクリックすると終了します。 

５． 

この画面で補聴器の検査をします。 


